
令和２年度第４回 

県政モニターアンケート調査結果 
 

○テ ー マ  鹿児島県知事選挙における選挙啓発の効果測定について 

○調 査 目 的  鹿児島県選挙管理委員会が令和２年７月 12 日に実施した鹿児島県知

事選挙における各種選挙啓発活動に関するご意見をいただき，投票率向上

に向けた今後の選挙啓発活動の参考にするため。 

○調 査 時 期  令和２年７月 

○調査対象数  ２００人 

○回 答 者 数  １４１人 70.5％ 

 

１ 回答者の状況 

年代 

年代 回答数（人） 構成比（％） 

20 代 ３ 2.1 

30 代 20 14.2 

40 代 38 27.0 

50 代 27 19.1 

60 代 35 24.8 

70 代 13 9.2 

80 代 ５ 3.5 

 

 

２ アンケート集計結果 

問１ 投票について 

 ① 今回の知事選挙の投票に行きましたか。 
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 ② 投票に行かなかった主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他の内容 

   ・コロナ感染が不安だった 

   ・マタニティなのでコロナが本当に怖いので外出しないようにしている。 

   ・脳梗塞発症の故に。このアンケートは病院で記入している。 

 

 

 

問２ 当日投票に行けない人のために「期日前投票制度」がありますが，この制度を知っ

ていますか。 
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知っており利用

したことがある
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84%

知っているが利用

したことがない

22人

16%

知らない 

０人 

０％ 



 

問３ 選挙があることを知ったきっかけは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他の内容 

   ・以前から今年県知事選挙があることを知っていた。 

   ・市の広報誌 

   ・道路横に設置していた選挙ポスター 

 

 

問４ 選挙管理委員会が行った選挙啓発で，見たり聞いたりしたものは何ですか。 

   （複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他の内容（一部掲載） 

   ・市のホームページ及び広報誌 

   ・町の防災無線の放送 
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問５ 若年層（18 歳～30 歳代）の投票率向上のための選挙啓発について，効果的な手段

は何だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他の内容（一部掲載） 

   ・学校や職場での教育・声かけ 

   ・各高校へ足を運び，選挙の大切さ必要性を説明する。広告だけでは若者には，声

は届かない。 

・選挙権年齢に達するまでの教育，意識の啓発。 

・投票する意識のない人間にいくら広報しても意味はない。 

・コンビニ店内放送 

・「投票しましょう」を見直す。自分と政治が関わっていることについて説明し，

「言われるから行く」から「権利を使う」へ。 

・どれもピンとこないと思う。 

・人気のある文化人，タレント等のＣＭ 

・選挙に行った人に特典があればよい。 

・現状の政治状況では，将来の自分たちのことには良いとは思っていないのでは，

身近に共有できる物が無いのでは。 
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問６ 選挙啓発について御意見・御感想をお聞かせください。（一部掲載） 

・若年層（18才～）の投票率を上げる為にも，高校や大学，専門学校等にてもっと

自分たちの義務である事。権利だけでなく，きちんと義務である事。自分の一票の

行方を見届けることを伝えてもらえればと思います。 

・学校（小～高）教育一環として是非取り入れて欲しい。議会，知事等の役割が一

般人の生活に如何に密接に関係しているか等子供時代から教えてほしいです。 

・近年投票率が低下している。18 歳になり選挙権が与えられたら必ずその権利を行

使しようという堅い決意を高校生の第一歩で強く指導し，自覚させることが将来の

結果につながると思う。 

・ポスター作成を県民募集とする。 

・選挙啓発は今の世代に合った媒体を使用するのが投票率向上につながると思いま

す。ＳＮＳ等 

・スマホ等利用している人たちには，ＳＮＳ等での啓発が有効と言えるが，中・高

齢者で，コロナ感染予防中の外出が減った今の世の中にあっては，ラジオ・テレビ

での啓発が効果的と言える。なお地域の無線放送を遣っても良いと思う。 

・若年層の啓発について。「選挙に行くのがかっこいい♡」と思われるような知的な

ＣＭがあればのぞましい。 

・選挙の時だけではなく，普段から県政について気軽に学ぶ機会があれば選挙に行

く人も増えると 

・相変わらず「行こう」中心。市民に届いていない。何のために，誰のために，こ

れによって社会，生活が変わる。私のために，誰かのためにという意識を広げる。 

・自分には関係ないと思っている若者が多いので，選挙について知ってもらう。ま

た，投票がインターネットでできたら投票率が上がると思う。 

・島に住んでいるので，繰り上げ投票になります。島は選挙の投票が身近に感じら

れます。投票立会人などの職務を任される機会があるということが一因と思います。

本土の若年世代にそのような機会を作ってみてはどうでしょうか。 

・今回テレビ等で政見放送の予告があったのかどうか気付きませんでした。たまた

ま一日目の放送があり，立候補者の生の声が聞けて良かったと思います。（文字だ

けでは伝わらない，わからないこともあります）もう少し，ニュース等でも取り上

げて欲しいです。この所若い人を中心に新聞も読まない，ラジオも聞かないと聞き

ます。投票率が上がるために，投票したくなるようなユニークな発想が必要かなと

思います。 


